


六田知弘展 ー 蓮 一

蓮 の華が開きゆ くのを眺めたことがあります

朝焼けからほんの僅かずつ開き始め午前十時頃に開花

陽が高くなるにつれ両の手を窄めるように閉じゆき

正午過ぎには元の菅へと

陽射しが花びら一 枚一枚を透かす光景は

神々しく花托に仏さまも座りたくなる訳です

苦しみから解放され 一 瞬の幻を見たような

六田知弘氏の蓮華

POSTCARD 

在世では叶いませんが華の香満つ浄土に仔むが如くに
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併設展示I蓮に因む品々

2024 年 6 月 5 日（水） ～ 14 日（金）

11: 0 0~18 : 00 休廊10 日（月）

大阪の東洋陶磁美術館で開催中の特別屎にて
六田知弘「収シリーズ 」 の大作が互点股買されています

会期： 2024 年 9 月 29 日まで


